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 重要なお知らせ  
MSN コミュニティ サービスは、2009 年 2 月をもちまして終了させていただきます。MSN のオンライン コミュニティ パートナーである Multiply にコミュニティを
移行できます。詳細については、こちらをご覧ください。  
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かなり奔放な試みとして提案される新理論においてさえ、 

世界や世界の歴史というものは確固としたものとして客観的に在るのだ、 

という事が前提とされている、と思います。 

つまり、客観的な世界の像を数学上に描こうという方針は十分に一般的である、 

という考えは、広く信じられている、という事です。 
  

しかし、たとえば、世界の歴史というものが、 

A and B and C and ・・・ 

という形に書けるとして、もし、 

A や B や C の各々はそれ自体としては可能でも、 

たとえば A and B は A や B が何であっても常に不可能であるとか、 

そういう事があれば、 

世界とか世界の歴史という概念自体が存立し得ないのではないか？ 
  

昨日、「ならば」について考えていてそのように思いました。 
  

そこで、 

世界と世界の歴史という概念に基礎を置かない理論の文法体系を発明したい、 

という欲求が生じます。 
  

客観的な世界の像を数学上に描く事への批判（断念）は、 

S 行列の理論の思想に見られたらしいですが、 

S 行列の理論は成功していないと聞きますし、 

もっと文法主義的にやってみたい、とも思うのです。 
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